
 
 
 
 
 

 
政府は令和８年度末までに約束手形の利用廃止、小切手の全面的な電子化の方針を示しており、

金融界は紙の手形・小切手から電子的決済サービスへの移行を強力に推進しております。 

ＪＡバンク神奈川では、以下の対応を実施いたしますので、この機会にインターネットバンキング等の

電子的決済サービスの活用をご検討ください。 

 

 

令和７年４月１日(火)より、原則手形帳・小切手帳の新規発行を停止いたします。 

ただし、発行終了日時点で保有されているお手元の手形帳・小切手帳につきましては、同日以降も

引き続きご利用可能です。 

 

 

令和７年４月１日（火）より、令和９年４月１日（木）以降を期日とする手形・小切手に

ついて、代金取立受付を停止いたします。 

該当の手形・小切手の代金取立を希望されるお客様は、令和７年３月３１日（月）までにＪＡに

お持ち込みくださいますようお願い申しあげます。 

 

 

令和７年４月１日(火)より、当座貯金の新規口座開設の受付を停止いたします。 

実施日以降は、「普通貯金無利息型（決済用）」をご利用ください。 
なお、当座貯金口座を開設済のお客様は、引き続きご利用可能です。 

 

 

 

 

手形・小切手の代替手段として、ＪＡバンクが提供するインターネットバンキング

による振込をご検討ください。 

ＪＡバンクでは、ＪＡネットバンクまたは法人ネットバンクの予約機能を利用して所定の期日（個人：当日

含め５営業日先迄、法人：当日含め７営業日先迄）を指定してお支払いすることができます。決済日の特

定はお支払いされるお客様が行います。 

 

 

① 手形・小切手の発行停止 

③ 当座貯金の新規口座開設の受付停止 

② 令和９年４月１日(木)以降を期日とする手形・小切手の代金取立の受付停止 

電子的決済サービスへの移行をお願いいたします。 

政府は手形・小切手の利用廃止を決定しています。 



 

 

 手形・小切手を電子化することで面倒な事務負担を削減することができます。 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

  

 
 
 

 

手形・小切手の電子化には、事務負荷の軽減や現物の盗難・紛失等のリスク低減、印紙代や郵送料の

コスト削減等、支払側と受取側双方にメリットがあります。 
 

 支払企業 受取企業 

    事務負荷 

    軽減 

手形・小切手の発行や郵送作業等の 

面倒な事務負担が削減できる 

手形・小切手の受領がなくなり、 

保管・管理、金融機関への持込も不要になる 

    リスク 

    低減 

盗難・紛失の心配なし 

災害時にも安心！ 

盗難・紛失の心配なし 

受取期日失念のリスクがなくなる！ 

    コスト 

    削減 

手形帳・小切手帳の発行代金や 

印紙代、郵送料が削減できる 

領収書の発行が不要になり、 

印紙代や郵送料が削減できる 

 

（令和６年１０月現在） 

日
常
管
理 

発
送 

作
成
・
作
業 

手形帳・小切手帳 購入 

金庫保管 

台帳管理・在庫管理 

封入作業 

郵送作業 

領収書受領・保管 

チェックライター使用 

押印 

現在 JA ネットバンク 

現物の管理不要 

WEB上での支払情報の入力・承認 

押印等の事務負担削減 

リスク軽減 

\ 

支払の場合 


